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水蒸気蒸留 

 

水蒸気蒸留は，通常の蒸留とは異なり，沸点の高い物質や熱に弱い物質特に生体内物質

を取り出す方法として利用されています． 

その原理は以下です． 

 

水蒸気蒸留は、蒸留法の一つで、沸点の高い物質を水と蒸留することで、その物質の沸

点よりも低い温度で留出させる方法です。沸点の高い物質の蒸気圧と水の蒸気圧の和が

全圧（大気圧下ならば大気圧）と等しくなった時に沸騰が起こり、通常の沸点より低い

温度で蒸留が行われます。フラスコ内の水蒸気圧が沸点の高い物質の蒸気圧を減少させ

るため、低い温度で蒸留することが可能になります。 

 

参考文献 西華産業株式会社 http://www.seika.com/product/food/food_production/aroma 

 

図:水蒸気蒸留の実験装置全体図 



ラベンターのほか，楠の葉から，樟脳（カンファー）も水蒸気蒸留で取り出すことがで

きます．樟脳は防虫剤として，昔から使われています． 

 

○もう一段勉強してみる 

 

水蒸気蒸留は生体内物質のような不安定化合物を取り出すことに利用することもでき

ますが，実際にはどのような利用がされているのでしょうか． 

 

例えば，生薬は昔から知られており，漢方薬としても身近な存在になっています．昔は

動植物を採ってきて，そのまま煮詰めたり，特定の部位だけを干してから煮詰めたりと，

有効成分の含有量を高めるために，先人は何回も繰り返し，実験しました． 

この結果，熱に弱い物質や不安定な物質は，抽出される前に分解したり，気化して飛散

してしまったりしました．香気成分は，気化・飛散しやすいので煮詰めることはあまり

好ましくないです．そこで，気化しやすい性質を利用して，蒸気圧を使ってうまく抽出

する方法が考案されました．原理は少々難しいですが，水に溶けにくく，不安定な物質

や沸点が高い物質，気化しやすい物質を抽出する方法として，使われています． 

 

香気成分をとってくるには適した方法といえますが，むやみに動植物から成分抽出する

と，思わぬ毒や有害物質が出てくることもあるので，市販の道具で行う際は，知識があ

る専門家の指導のもとで行うようにしましょう． 

 

指導教員 牧昌次郎先生 菅虎雄先生 金安渚先生 工藤裕先生 

指導 TA 木山正啓 北田昇雄 斉藤亮平 盛満玲 鉢呂佳史 玉城翔太 吉田千紘 

伊東綜一郎 金井勇樹 高橋佑典 吾妻駿 有年聖良 三澤玲菜 石谷薫 伊藤真一 

平賀詩織 

 


